
協働事例紹介シート

取り組みの概要

[ 実⾏委員会 ]事業実施平成 20 年度〜 対等に役割を分担

⾏政と中⼩企業関係団体が⼀体となって、中⼩企業振興についての協議を⾏うこと

は初めての取組であり、相互理解の促進、効果的な施策の推進へ向けた議論を深め

ています。

⾏政と中⼩企業関係団体、市⺠が中⼩企業振興と地域産業振興の⽅策等について協議・協働す

る場として「帯広市産業振興会議」を設置し、帯広市が策定した帯広市産業振興ビジョンの進

捗管理をするため、設置しています。

平成１９年４⽉に施⾏した中⼩企業振興基本条例に基づき、地域の中⼩企業団体と密接に連携し、帯

広市中小企業振興協議会からの提言を頂きながら、中小企業振興のための指針である「帯広市産業振

興ビジョンを」平成２１年２⽉に策定しました。このビジョンの推進について協議するため、平成２

１年３⽉に帯広市産業振興会議を設置しました。
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協働のポイント

会議の内容

年複数回全体会議を開催。また専門の事項を調査するために必要があるときは、委員及び専門委員で組織する⼩

委員会を置くことができます。

組織の構成

中⼩企業等の関係者、地域⾦融機関の関係者、⾏政機関等の関係者、その他の機関の関係者

協議内容

市及び中小企業者等との協働を基本に、「帯広市産業振興ビジョン」の効果的な推進方策に関すること。その他

中小企業振興及び地域産業振興等に関すること。

帯広市産業振興会議

産業振興ビジョンを策定し具体的施策の推進に向けた取組を進めていますが、組織横断的な対応が求められています

協働の

成果


